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報告  

博物館実習生は３D の何に魅力を感じたか？  
－「こくとち 360°まるみえミュージアム」の取り組み－  

 
中村耕作  

（國學院栃木短期大學）  
 
1 .コロナ休館下のネット上での博物館の情報発信  

本稿では「こくとち 3 6 0 °まるみえミュージアム」（註 1）の取り組みを報告する。これは、
國學院大學栃木学園参考館（以下、参考館）を舞台とした國學院大學栃木短期大学の「博物
館実習Ⅲ」（註 2）における 3 D を活用した情報発信であり、博物館活動・大学教育・研究発
信において「 3 D で何をするか？、3 D で何を伝えるか？」の問いに対するささやかな回答で
ある。  

2 0 2 0 年度は、新型コロナウイルスによって授業は５月から遠隔で実施されることとなった。
実習という性格を鑑みて、最初の５回のみ G o o g l e  M e e t（註 3）を用いてリアルタイム・オ
ンラインで実施し、その後は、授業期間終了後の夏季に集中補講を実施する計画を立てた。
その最初の段階では、北海道博物館が呼び掛けた「おうちミュージアム（註 4）」や、 #エア
博物館・＃自宅でミュージアム（註 5）などを手掛かりに、全国の休館中の博物館が実施し
ていたインターネットを用いた情報発信の事例を、県別（東京は設置機関によって細分）に
受講生が調べ、各県の代表例１例を M e e t を使いながら紹介し、その特徴や利点を議論した。
さらに、その中から各自注目すべき事例を東日本・西日本各３例を選んでレポートとしてま
とめた。  

各館の活動内容では、 S N S（ Tw i t t e r・ F a c e b o o k・Yo u Tu b e）が最も多く、Yo u Tu b e

以外の動画配信、塗り絵・双六などのワークシート配布も多くの館で実施されていた。詳細
は別途報告したいが、このうち東日本分について学生の注目度の高い上位 3 館（同率）を、
主な理由と共に挙げると、国際基督教大学博物館湯浅八郎記念館（英語でのツイッター発信）、
神奈川県立生命の星・地球博物館（豊富な動画）、山梨県立博物館（疫病史料の発信、特にヨ
ゲンノトリの活用）である。なお、これらの中には、コロナ休館以前からコンテンツ作りに
力を入れていた館と、休館後に作成をはじめた館の双方がある。  

 
2 .参考館所蔵縄文土器・土偶の 3 D 化と一般公開、考古学演習での活用  

この博物館実習Ⅲとは別に、中村は考古学の実習系科目も担当しており、やはり最初の 5

回分を遠隔授業として実施することとしていた。このうち「考古学演習」では、御所野縄文
博物館が作成した動画などを見ながら解説したほか、新たに参考館所蔵の縄文土器・土偶の
3 D 化を実施して教材とした。  

ここで取り上げた縄文土器 2 点は、中期中葉～後葉の栃木市北堀之内遺跡（栃木市遺跡地
図では N o . 5 6 3 6 平川遺跡）出土のもので 3 単位・6 単位の文様構成を持つ。これまでにも音
楽教育とのコラボレーションとして、反復・呼びかけと答え・音の重なりなどの「音楽を形
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づくっている要素」で文様構造を把握し、音に変換してみるというワークショップ（註６）
で使用してきた。従来のワークショップでは、実物を観察するとともに、複数の写真を手動
で張り合わせて作成した展開写真を用いてきたが、この機にフォトグラメトリの方法を用い
て 3 D 化し、画面上で土器を回せるようにするとともに、そのデータを利用して展開画像も作
成した。授業では、3 D データと展開画像をもとに、文様の繰り返し単位と、その中での差異
を模式図化して理解することにつとめた。  

3 D の公開は、G o o g l e サイトを用い、「（仮称）参考館 3 D ミュージアム」という We b サイ
トを日本史フィールド・短大事務局の承認を得て、参考館主体に立ち上げ、土器 2 点・土偶
1 点を 5 月 2 2 日に一般公開した。このページは「おうちミュージアム」にも参加している。  

なお、土偶は、埼玉県で採集されたと伝わる遮光器系土偶の頭部で、縄文土器の次に授業
で取り上げる予定であったが、対面授業が開始することとなり、授業では使用していない。
但し、一般公開し、中村個人の F a c e b o o k でシェアしたことにより、土偶づくり愛好者によ
る模倣製作に活用されている。  

 
3 .  参考館資料の 3 D 化のコンセプトづくり  

 このサイトを立ち上げて間もなく、６月からの一部対面授業再開が決定した。そこで、博
物館実習Ⅲの内容を変更し、上記サイトを複数の資料群のページとして拡充することとした。
但し、3 D 化といっても実習生が実施するのは多視点からの写真撮影のみであり、モデル作成
はほぼ自動処理で行い、S k e t c h f a b への登録は中村が行った（註 7）。結果として、計画を立
て、資料について調べ、一般にわかりやすい解説を書くという、例年通りの展示実務実習の
中核を実施したことになる。但し、ケース内での実資料の配置・パネルづくりの工程は、
We b ページ内での資料・解説等のレイアウトに代わっている。  

最初に行ったのは、複数の資料群を横断するサイト全体のコンセプトづくりである。 5 月
に調べた全国の博物館のオンライン情報発信の事例と、先行して公開している縄文土器・土
偶の 3 D データをもとに、参考館としての 3 D データ発信のコンセプトと、新たなサイト名を
各自で考案し、これを持ち寄って議論し、最終的な統一を目指すこととした。議論は引き続
き遠隔授業で実施することとした。具体的には M i r o（註８）の教育アカウントを取得し、4

班に分けて、それぞれの班ごとにボードを割り当て、各自が考案したコンセプトのキーワー
ドを付箋に記入した上で、類似する内容のものを近くに配置したり、グループ化していった。
但し、班ごとに M e e t のミーティングを準備したが、各自が無言で作業するなど必ずしもグ
ループ作業にならなかった部分もあり、全体として内容が絞り込まれるまでに、当初予定よ
りも時間を要した。  

最終的に 4 班分を統合し、さらに類似するキーワードをまとめたものが図 1 のボードであ
る（一部重複する内容が残っている。また、見やすいように位置・サイズを改変した）。最終
的にこれを、各自で文章化することをレポートとして課した（以下に２例を提示しておく）。
また、全てのレポート内容をテキストマイニングしたものが図２である（註 9）。3 D・展示を
中心に、歴史をわかりやすく解説すること、興味を高めることが左右に並ぶ。  

なお、タイトルは「こくとち 3 6 0 °まるみえミュージアム」「こくとち  おうちでミュージ
アム」「おうちで触れる 3 D ミュージアム」「みんなのコクトチ参考館！」の 4 案が拮抗した。
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「様々な角度から見られる」「何が丸見えなのか、閲覧者の興味をひくのではないか」「3 D と
いうよりやわらかい」と理由や、3 D を目玉としつつも対象資料の中に 3 D ではない屏風を含
んでいることから、最終的に「こくとち 3 6 0 °まるみえミュージアム」に支持が集まり、「（仮
称）参考館 3 D ミュージアム」から改称した。  

 
《コンセプト案の例１（O . R さん）》  

1 .来客目的  

 ホームページ上で遊んでもらい、そこで参考館に興味をもってもらった後に、開館時に足
を運んでもらう事を目的とする。  

2 .実施することの利点  

 インターネット上で展示物の拡大縮小回転が行えることによって、普段の展示では難しい
部分を見てもらうことができ、詳細に展示物について伝えることができる。これについては、
どの年代にも楽しんでもらえることができると予想でき、特に外出自粛中で博物館に行きた
くても行けないような子供たちの学習の役に立つと考えられる。また、参考館の存在を様々
な人に知ってもらえる良い機会であり、地域と連携した取り組みも知ってもらうことができ
るため、今後の集客を狙える可能性がある。  

3 .内容  

ホームページ上で、展示物やそれに関連した問を提示し、解いてもらうことによって、歴
史について学んでもらうことや、教科書では学べないような部分を見てもらい、興味をもっ
てもらえるような内容にすることが望ましい。具体的な企画内容としては、3 D モデルによる
企画は、大きな P R ポイントとなる他、拡大して見られることや、あらゆる角度で見ること
ができるという特有の 3 D 特有の良さがあるため、そこから新たな視点から展示物に触れ興味
向上を図ることができる。実際に触れずに、自宅で展示物を近くでみることができることは
大きなポイントだと考えられる。  

また、「参考館」としての強い特色や、他の館にはないような企画や展示物の紹介を行うこ
とができれば、知名度を上げるきっかけにもなるはずである。  

 以上、コンセプト案について述べたが、実際に参考館に足を運べない今であるからこそ、
不特定多数の人に見てもらえるインターネットでの企画は、学習支援と宣伝の 2 つを同時に
行える良い機会である。「参考館」としての独自性を利用者に感じてもらえるよう、工夫して
興味を得られるようなものを考えたい。  

 
《コンセプト案の例２（N . M さん）》  

コンセプト案  

まず、「コクトチ参考館」最大の特色は、資料の 3 D 化である。3 D 化した資料のモデルを
インターネットにて公開する。これによって、いつでもどこでも、通常の展示では見ること
のできない角度・距離感覚で、また利用者の自由に動かしながら資料を観察することが可能
となるのである。さらには、詳細かつ忠実な 3 D 化は、貴重な資料のコピーとなる。紛失・破
損からの復元に備えた参考資料ともなりうる。  

 この特色を推したコンセプト案としては、第一に「触れる」ということである。先にも述  
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図１  コンセプト案の構成要素  
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べたように、 3 D 化された資料
は利用者自身が見たい角度から
見たい よう に見 るこ とがで き
る。普 段の 展示 では 見られ な
い、または実際に触れることの
できない資料を、自身の手で持
って観察しているかのようなリ
アリティを感じられる。いうな
れば「触れる博物館」とでもい
うべきものである。  

 第二に、「おうちで」という
こと。資料の 3 D モデルはイン
ターネット上のホームページで公開する。インターネット環境さえあれば誰でも、いつでも、
どこからでも資料の閲覧が可能である。新型コロナウイルスの感染拡大の影響下、北海道の
博物館から始まった「おうちミュージアム」活動にならい、家に居ながらにして来館できる
参考館を目指す。  

企画対象および狙い  

 本案の対象は、タイトル案に「みんなの」とある通り、全年齢年代を想定する。3 D モデル
は、それに触れるだけで楽しめるとともに、歴史への興味関心を高めるきっかけとしてもら
う。  

 また学習支援として利用してもらうこともできる。通常の教科書に加え、「コクトチ参考館」
の 3 D 資料を用い、より深い学習を実現するのである。またこのような活動は、対外的に参考
館、ひいては博物館の行う活動を広く周知させる機会ともなりうる。学芸員の仕事が多様な
ものであることを知ってもらい、博物館への理解を得て、なおかつ今後の来館者を獲得する
ことができればこの上ない成果であろう。  

 
4 .資料紹介ページの製作  

 上記のコンセプトの絞り込みと並行し、対象資料を選定した。まず各自でコンセプト原案
に適した資料を選択し、著作権がある美術品、複製品、フォトグラメトリに不適なガラス製
品を除外した上で、M i r o のボード上で多数決で決定した。3 D 化する埴輪・密教法具・鎧・
薩摩焼および、高精細画像を用いる京洛風俗図屏風（註 1 0）の計 5 資料群である。上記のコ
ンセプト絞り込みとは別に、希望によって班を編成し、多視点からの写真撮影、ページ内容
案の作成、参考図書等による位置づけ、解説執筆、学習コンテンツの作成などを順次進めた。
8 月 2 7 日の最終授業時に各ページの内容を、コンセプトと対照しながら発表した。各班の発
表原稿を要約したものを以下に示す。なお、この発表に対し、参考にした／参考になる文
献・U R L の明示・紹介を含め、いくつかの改善案が提案されており、夏季休暇後に対応予定
である。  

 

 

図２  コンセプト案のテキストマイニング結果  
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薩摩焼  

・本館の陶磁コレクションのうち、薩摩焼（金襴手）の太子像 1 点・瓶 2 点を 3 D 化した。  

・ページ編集をする上で、①学習支援・②課題提示・③歴史への興味の 3 点を重視した。  

・学習支援とは、様々な年代の人々が利用するにあたって、その目的は娯楽だけでなく、学
習の意も含まれるので、それらを支援するような説明を心掛けた。  

・課題提示とは、学習支援にも繋がるものである。ただ説明文と立体画像を見るだけでは物
足りなく、興味関心を持たせるには要素が少ない。そのため、説明文の中に自然と立体画
像を操作してくれるような説明を入れている。また、印をつけて、歴史的、美術的な課題
を提示した（提示方法が大雑把であったので、課題を手助けできるようなリンクを貼るべ
きではないかと指摘を頂いたので改善が必要）。  

・最後に歴史への興味である。当館に所蔵されている薩摩焼は、日常で見る薩摩焼と比べて
イレギュラーなものであり、その歴史的背景などの説明を中心にわかりやすく述べるよう
に心掛けた。  

密教法具  

・密教法具の中で本館に所蔵されている五鈷杵と五鈷鈴を取り上げた。  

・五鈷杵・五鈷鈴は金剛杵・金剛鈴の一種であり、まず金剛杵・金剛鈴の成り立ちを説明し
た。  

・このページでは、コンセプトの「3 D」と「子供向け」を意識してページを作成した。  

・「 3 D」の方は、背景色を工夫した。共に色が黒に近く、背景色がデフォルトの薄いグレー
だと、物と背景が同系色で見えにくくなってしまうので、薄い水色に背景色を変更した。  

・「子供向け」の方は、説明文を大人向けと子供向けの２種類作成した。金剛杵の成り立ちは
少し理解するのが難しいと自分たちでも感じたので、イラストを用い、視覚的にもわかり
やすくするような工夫をした。  

鎧  

・近世中期の美術品としての鎧 1 点を 3 D 化するとともに、中世末期の実戦用の鎧、鎧の着
用方法を示した絵巻物（写真）を活用した。  

・鎧は専門用語が多く使われているため、語句説明を分かりやすく書いた。  

・3 D 化した鎧には気になる部分をクリックするとその部分の名称が分かるようにするに予定。  

・巻子の絵を使用したカードの並べ替え問題を作成した。絵は実際は 2 3 枚あるが、8 枚に厳
選した。こどもを対象にしているが、大人にも楽しんでもらえると思う。  

・実戦用の鎧の写真を添え、時代、用途、作り、素材の 4 つの観点から比較した文章を掲載
した。  

・今回の目的は、実際に参考館に足を運んでもらうことである。そのため参考館には様々な
資料が展示していることを知ってもらうべく、鎧班は１つの展示品だけでなく複数の展示
品を用いた。また、3 D 化したことで普段はガラスケースの中で見る事が難しい鎧の背後を
細かく見ることができる。  

埴輪  

・目的：埴輪の種類を知ってもらう（人物埴輪３点・イヌ形埴輪１点・朝顔形埴輪１点）。  

・対象：小学校高学年から大人。  
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・目標：埴輪についての基本的な知識をつけてもらう。  

・幅広い年代の人たちに歴史を知ってもらい、一般の人たちに向けた基本的な解説を重視し
たコンセプトのもと作成した。  

・簡単なクイズを解説の前に書くことによって、ただ流し見をするのではなく、“何故、この
ようなものが作られたのか“を考える。  

・形象埴輪、円筒埴輪と分けることにより埴輪の種類について知ってもらう。  

・3 D コンテンツにすることで、質感や資料の後側などを見てもらい、写真だけでは伝わりづ
らい凹凸を見てもらう。  

京洛風俗図屏風  

・『ウォ―リーを探せ』や『ミッケ』のような隠し絵を参考に、大人はもちろん、子どもが飽
きずに楽しめるようなコンテンツとした。  

・基本的な遊び方としては、丸く切り抜いた画像の人物を屛風の中から探すというものだが、
屛風を拡大して細かいところまで見てもらいたいという意図もある。屛風の隅々まで見て
もらうことで、目に留まった人物や建物を通して歴史に関心をもってもらうことにつなが
ると考えている。  

・丸く切り抜いた画像の説明文は、堅い文章ではなく口語体で書くことによって、楽しげな
雰囲気を演出した。  

・今回用意した画像データは、拡大することもでき、かなり鮮明なので、参考館でガラス越
しに見るより（そもそも通常は展示もしていない）、詳細に鑑賞できる点が良い。  

・「こくとち 3 6 0 °まるみえミュージアム」の「まるみえ」という部分が、よく活かされてい
て、この企画とも合ったものになった。  

・学習支援という面では、遊び方の最後に、江戸時代の生活や文化を調べてみようと書くこ
とで、自分から学ぶということの手助けの一部になるように工夫した。  

・「ちょこっと豆知識」では、夏にちなんで江戸時代の人々がどのような暑さ対策をしていた
のかを紹介した。現在との違いを感じてもらうことが、興味関心につながるのではないか。  

 
5 .学習の成果と課題  

 最終授業時のアンケートの感想欄の記載をもとに作成したテキストマイニングの結果をも
とに、一連の取り組みでの学習の成果を確認しておく（図 3）。目的としての「学べる」「活
かす」、作業内容としての「 3 D」「キャプション」「レイアウト」、対象としての「史料」「資
料」「屏風」への言及が多く、学習・活用のため、資料に即した内容・構成ページ作りの難し
さ・面白さが強い印象を与えたことがわかる。博物館実習Ⅲの到達目標は「収蔵資料の特性
を理解し、展示・解説することができる」であり、十分に達成したと評価できる。  

 具体的な感想を挙げると、「博物館を運営する上でのサイトの扱い方の一部を学ぶことがで
きたのでよかった。コンセプト案は、その博物館のミッションを明確にするために欠かせな
いと分かった。」「史料を 3 D 化する事によって普段の展示では見ることの出来ない部分を取り
扱う事ができたのはとても貴重な経験だった」「We b ページを作成するという貴重な経験は、
初めてではあったが、構成やキャプションを考えるのが面白い」などがある。  

 おうちミュージアムについては、 5 月段階で他館の状況を詳しく検討していたことが活き
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ていたようで、「多くの博物館
がおうちミュージアムに参加
し、いろいろな人に楽しんで
もらおうと頑張っている企画
に、私たちも参加できて嬉し
かった」「色々なおうちミュー
ジアムを見てまだまだ参考館
のサイトは完成とは言えない
と思った。栃木県唯一のおう
ちミュージアムとして他県に
負けないくらい立派なサイト
を作りたい」という心強いコ
メントも寄せられた。  

 以上の学生側の成果に対し、担当教員側・博物館側の課題は多い。まずは現状の各ページ
の内容の充実化を図る。次に、次年度以降の継続性の問題がある。限られた時間内でリアル
な展示実務と今回行ったオンラインでの情報発信を両立できるのか、今回時間をかけた他館
の状況調査とコンセプトづくりは、授業全体の中でも有意義と認められるものの、次年度に
また一からやり直すのかといった課題である。さらに、博物館としてより重要なのは、資
料・提示内容の学術的価値という課題である。今回作成したページはあくまで、上記したコ
ンセプトに沿った内容であり、資料個々の特徴を明らかにしたり、写真・図以上の新たな研
究を導けるほどの解像度（註 11）などを持つなど学術的資料として十分な情報を提示したも
のではない。既に学芸員や教員による常設展図録や解説パネル等が存在していた資料につい
ては、個々の資料の特徴を提示できているが、そうしたものがない場合、その種の資料の一
般的な解説に留まっている。また、先行公開した縄文土器を含めて、常設展図録での写真掲
載程度しか公表されていない資料も多く、館として学術資料化を進めていく必要を感じてい
る。  

 
本稿は、授業履修者との討議を経て共著とすべき内容であるが、今回は中間報告として教員
の立場から中村が取りまとめた。なお、各班の発表内容は班員全員の討議に基づくものと判
断し、発表原稿執筆者名は省略した。今回の取り組みに対し、酒寄雅志（館長）、高垣美菜子
（学芸員）、岸美知子（短大助手）の各氏の指導・協力を得た。野口淳氏には３D 化方法の教
示および執筆の機会をいただき、8 / 1 開催の 3 D 計測エンパワメント・ワークショップ参加者
諸氏の議論はページ作成指導、C C ライセンス選択に活用させていただいた。  

 
註  

 1 )  「こくとち 360°まるみえミュージアム」https://sites.google.com/kokugakuintochigi.ac.jp/kokutochi-

museum/ 

 2 )  國學院大學栃木学園参考館は、國學院大學栃木短期大学の旧日本史学科（現日本文化学科日本史

フィールド）の学芸員課程の参考となる資料展示を目的に、旧國學院大學考古学資料館からの移管

図３  取り組みの感想のテキストマイニング結果  
頻出する博物館・参考館・まるみえミュージアム・学芸員・取り組

https://sites.google.com/kokugakuintochigi.ac.jp/kokutochi-museum/
https://sites.google.com/kokugakuintochigi.ac.jp/kokutochi-museum/
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資料を中心として 1 9 8 6 年に開館した博物館相当施設である。考古資料が中核を占めるが、文書、

民具、陶磁器等の日本古美術、古代中国の考古・美術資料なども所蔵している。  

「博物館実習Ⅲ」は、例年であれば参考館所蔵資料の基礎整理（台帳整備・写真撮影等）と、常

設展示資料の入れ替え（展示・解説作成）を中心とした授業内容となっている。実習を学外の館園

等に依頼し、館園側が集中的な日程の中で実施する大学も多いが、本学では中村が担当し、参考館

を実習の場として半期の授業を行っている。本年度の受講生は２年生 2 5 名で、専攻分野は古代史

～近代史、外国史・考古学・宗教学と幅広い。  

 3 )  本学園では 2 0 1 9 年度に主にメール利用を目的に G  s u i t e  f o r  E d u c a t i o n を導入していたが、短

大では 2 0 2 0 年度の遠隔授業の中核として M e e t・C l a s s r o o m・D r i v e 等を本格利用することとな

った。  

 4 )  北 海 道 博 物 館 「 お う ち ミ ュ ー ジ ア ム 」（ h t t p : / / w w w. h m . p r e f . h o k k a i d o . l g . j p / o u c h i -

m u s e u m /）  

 5 )  下 記 ペ ー ジ で 関 連 情 報 が 集 約 さ れ て い る 。 日本博物館協会「新型コロナウイルスと博物館」

（https://www.j-muse.or.jp/02program/projects.php?cat=13） 

 6 )  中村耕作・早川冨美子  2 0 1 8  「考古学と音楽教育の連携」考古学研究会総会第 6 4 回総会・研

究集会ポスターセッション（h t t p s : / / r e s e a r c h m a p . j p / k o u s a k u - n / p r e s e n t a t i o n s / 9 9 8 8 8 7 6）  

黒子美和子・早川冨美子・中村耕作・小野沢美明子  2 0 2 0  「縄文文化をもとに音楽をつくろう」

『音楽の授業づくりジャーナル』３号（h t t p s : / / w w w. i c m e . j p / j o u r n a l /）  

 7 )  3 D データは、野口淳氏作成のマニュアル（非公開）、株式会社ラング「考古学のための S f M 土器

撮影システマティックマニュアル」（h t t p : / / w w w. l a n g - c o . j p / c o r n e r 2 0 / p g 6 8 . h t m l）を参考に、

A g i s o f t  M e t a s h a p e  s t a n d a r d、C l o u d  c o m p a r e を用いて作成した。写真は S サイズ（ 4 . 5 M B）

で、1 5 0～2 0 0 枚撮影。M e t a s h a r e の設定は低～最高を使い分け、Wi n 1 0・ I n t e l  C o r e  i 7・メモ

リ 1 6 M B の P C で各回概ね１～３時間の自動処理で作成した。完成品は容量 5～ 4 0 M B の O B J フ

ァイルで、S k e t c h f a b に登録。C C ライセンスは、考古資料は C C  B Y 4 . 0、美術資料は C C  B Y-

N C  4 . 0 とした。なお、 3 D データの公開先は当初 P o l y を用いたが、レンダリング機能が充実して

いることから S k e t c h f a b に変更した。  

 8 )  ユーザーローカル社のサービスを利用している。h t t p s : / / t e x t m i n i n g . u s e r l o c a l . j p /  

 9 )  h t t p s : / / m i r o . c o m /  オンライン上のホワイトボードツール。付箋を貼ったり移動したりできる。  

1 0 )  本屏風の高精細写真は、2 0 0 5～ 2 0 0 9 年度科学研究費補助金「中近世風俗画の高精細デジタル画

像化と絵画史料学的研究」（代表：黒田日出男・立正大学）によって撮影されたものである。また、

下記の資料紹介がある。  

菅根幸裕  2 0 0 6  「京洛風俗図屏風」『栃木史学』第 2 0 号  

11 )   8 / 1 の「大学チーム」での議論では、大学として新たな研究を行うためには、従来の実測図・写

真・写真で表現できない、あるいは正確性・簡便性などの利点をもったデータ構築の必要性が説か

れた。大学からの情報発信としては、そうした点も考慮する必要もあろう。  
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